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 本書は「児童労働の無い世界」を目指して活動する認定 NPO 法人の ACE の方々によっ

て書かれています。ACE は 1997 年に学生 5 人でスタートし、2005 年に NPO 法人化、2010

年には認定 NPO 法人という流れで発足しました。本書では、児童労働という問題に向き合

ったことをきっかけに、自分の人生を取り戻した子ども達やその親、地域の人たちのストー

リーをフォトジャーナリストの安田菜津紀さんの写真と共に紹介されています。同時に、児

童労働していた彼ら、そして児童労働をさせていた彼らの親たちの変化に触れた ACE のス

タッフが、彼らたちがどのように変わったのか、といったお話も書かれています。 

 一番印象的なお話を紹介します。ACE のスタッフがガーナで出会ったシングルマザーの

お話です。このシングルマザーは 7 人の子どもがいました。当時は一番年上の子どもが 11

歳でした。この家族はシングルマザー一手で７人の子どもを育てていることもあり、生活は

苦しかったそうです。「子どもたちに働いてもらわないと生活に困る」とお母さんは述べら

れていました。この家庭を支援し、二年後、このシングルマザーの元を訪ねると、「おかげ

さまで、子ども達はみんなちゃんと学校に行っているよ」という報告がありました。この話

に付随し、本書で述べられていた児童労働の背景にあるものを紹介します。私は今まで「家

のお金がないから仕方なく(子どもが働き手となるしかない)」、児童労働している、または

させている、と思っていました。しかし本当はそれだけでなく、そもそも「子どもに頼らな

くれも、本当は親だけで仕事をすることができる」といった認識が薄いから、児童労働とい

う道を選んでしまうそうです。そして、こんな児童労働をさせられている子どもたちの支援

として ACE は活動し、結果このような考えの変化をしてもらうことが出来ました。では、

この支援とはいったい何なのでしょうか。それは、学習用品の支給です。これを知ったとき、

私たちはマダガスカルの子どもに向けて教科書を作っています。なので、共通を感じました。

同時に、私たちのしている活動の偉大さを感じました。 

 このガーナの方の考えが変わった全ての理由がこの支給された学習用品ではないとは思

いますが、少しは影響を与えていると思います。これくらい大きなことをしているという認

識を持って、これからも教科書作りに励みたいと感じました。 


